
【資料4】　第５次総合計画前期基本計画等の振り返り（総括）

　❶　行政評価委員会における答申内容

　　

　❷　施策重要度・満足度の市民意識　（令和7年度市民意識調査）

　❸前期計画策定時の人口推計と実績（第2期総合戦略の振り返り）
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満足度 重要度 配点

５（満足） ５（重要） ５ポイント

４（やや満足） ４（やや重要） ４ポイント

３（どちらでもない） ３（どちらでもない） ３ポイント
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１（不満） １（重要でない） １ポイント

～令和７年度市民意識調査概要～

【調査対象】市内に在住する18歳以上の市民3,000人

【抽出方法】地域ごとの人口分布を考慮した無作為抽出

【調査期間】令和７年６月９日（月）～７月11日（金）

【有効配布数】3,000件 【有効回収数】1,424件（回収率47.6％）
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満足度

・三田らしさを活かした取り組みの充実や、市民や事業者、団体等との連携強化に一層努められたい

・より効果的な事業の取り組みにつなげるため、（一つの指標や取り組みにこだわらず）適宜事業の改善や見直しを行うなど柔軟に対応し、市民満足度向上に一層努められたい

・課題解決には市民等との連携を図る。事業見直しにあたっては、他の関連施策との連携の検討や成果指標の見直しを図るなど 、第５次三田市総合計画後期計画策定時に参考にされたい

第5次総合計画では、人口推計のほか、まちの活力を維持する上で望ましい人口規模である「まちづく

り人口」を独自で設定しています。

令和7年度の人口推計108,448人・まちづくり人口109,809人に対し、令和7年度（R7.10.1時点）の人口

は105,672人であり、現時点で大きく下振れしており、前期計画の人口推計より速いスピードで人口減

少が進んでいます。

後期計画では、人口推計の見直しと人口減少（抑制）対策及び人口減少局面に対応した施策の強化等を

行う必要があります。


